
  

   

 
 

平成30年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

        平成29年８月８日

上場会社名 東部ネットワーク株式会社 上場取引所  東 

コード番号 9036 ＵＲＬ  http://www.tohbu.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）若山 良孝 

問合せ先責任者 （役職名） 代表取締役専務兼専務執行役員 （氏名）三澤 秀幸 ＴＥＬ  045-461-1651 

四半期報告書提出予定日 平成29年８月14日 配当支払開始予定日  － 
 
四半期決算補足説明資料作成の有無： 有      
  
四半期決算説明会開催の有無      ： 無      
 
 

  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 3,190 △10.6 216 △31.6 234 △30.5 161 △21.8 

29年３月期第１四半期 3,568 4.3 316 △12.0 337 △14.4 206 △22.1 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 29.82 － 

29年３月期第１四半期 38.13 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 21,322 17,287 81.1 

29年３月期 21,119 17,198 81.4 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 17,287 百万円   29年３月期 17,198 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 7.50 － 7.50 15.00 
30年３月期 －         
30年３月期（予想）   7.50 － 7.50 15.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 6,710 △8.7 551 △7.8 568 △2.6 394 4.6 72.94 

通期 12,851 △7.9 966 2.8 999 5.0 701 8.2 129.50 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 5,749,000 株 29年３月期 5,749,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 333,878 株 29年３月期 333,878 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 5,415,122 株 29年３月期１Ｑ 5,415,122 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 

（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 

 四半期決算補足説明資料は、当社ウェブサイトに同日掲載しています。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を受け、緩やかな回復基調で推

移したものの、人手不足の深刻化や海外の政治・経済動向など懸念材料もあり、依然先行き不透明な状況が継続し

ております。 

当業界におきましては、個人消費の回復は足踏み状態にあることから、国内貨物は、荷動きに力強さを欠く状況

で輸送数量は伸び悩んでおります。加えて、ドライバー不足を主因とする人件費の上昇や価格競争の激化等厳しい

環境変化への対応が求められており、各企業はより一層の経営環境の効率化及び合理化が求められております。 

このような環境下、当社は、既存荷主との深耕拡大、業務提携社との関係強化に注力するとともに、更なる事業

拡大を図るべく関西地区への３ＰＬ事業（物流の一括受注）の開拓等に向け、効率化提案営業の積極的展開を推し

進めております。また、当業界全体の課題であるドライバーの確保・定着化に向けた取り組みとして、労働環境の

改善効果が期待できるスワップ輸送体制（バトンタッチリレー輸送）の強化や賃金体系の改定に着手し、抜本的な

待遇改善に努めてまいりました。 

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は3,190,279千円（前年同期比10.6％減）、営業利益216,346千円

（前年同期比31.6％減）、経常利益234,593千円（前年同期比30.5％減）、四半期純利益161,472千円（前年同期比

21.8％減）となりました。 

セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。 

（貨物自動車運送事業）

飲料輸送は、酒類、飲料メーカーの製品輸送が堅調に推移し、輸送量は増加いたしましたが、物流センター業務

の契約終了に伴う影響額を補うまでに至らず減収となりました。 

セメント輸送は、公共事業の需要増が継続しておりますので、輸送量が増加し増収となりました。 

以上から、当事業の売上高は、関連業務の荷役・保管作業収入を含め、2,124,983千円（前年同期比8.5％減）と

なり、セグメント利益は118,429千円（前年同期比53.5％減）となりました。 

（商品販売事業）

石油製品及びセメント販売につきましては、需要量の低下により大幅な減収となりました。 

リース売上は、新規顧客獲得により大幅な増収となりました。

この結果、当事業の売上高は、640,609千円（前年同期比36.9％減）となり、セグメント利益は3,862千円（前年

同期比54.4％減）となりました。

（不動産賃貸事業）

自社施設の提供につきましては、大幅な変動はなく微増となりました。 

借上施設の提供につきましては、物流センター業務の契約終了に伴い、倉庫賃貸収入を当事業に加えたことと、

新たに臨時倉庫の賃貸借契約を締結いたしましたので大幅な増収となりました。 

この結果、当事業の売上高は372,533千円（前年同期比73.2％増）となり、セグメント利益は174,642千円（前年

同期比28.5％増）となりました。 

（その他事業） 

自動車整備事業は、積極的な営業活動が奏功し、修理・車検整備受注が増加したことにより増収となりました。

この結果、当事業の売上高は、派遣事業収入が加わりましたので、52,151千円（前年同期比237.7％増）とな

り、セグメント利益は8,335千円（前年同期比30.4％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第１四半期会計期間末の総資産額は、21,322,503千円となり、前事業年度末と比較し、202,615千円増加いた

しました。これは主に有形固定資産等の減少により、固定資産が155,862千円減少した一方で、営業未収入金

117,895千円、有価証券200,000千円それぞれ増加したことによるものであります。

（負債） 

当第１四半期会計期間末における負債総額は、4,035,401千円となり、前事業年度末と比較し、113,885千円増加

いたしました。これは主に未払費用が119,394千円増加したことによるものであります。

（純資産） 

当第１四半期会計期間末における純資産合計は17,287,101千円となり、前事業年度末と比較し、88,729千円増加

いたしました。これは主に利益剰余金が増加したことによるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月10日の「平成29年３月期 決算短信」で公表いたしま

した第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,172,394 4,186,194 

受取手形 119,526 63,030 

電子記録債権 88,950 94,650 

営業未収入金 1,257,427 1,375,323 

リース債権 － 60,421 

リース投資資産 66,125 58,133 

有価証券 － 200,000 

原材料及び貯蔵品 22,570 44,638 

その他 146,708 150,196 

貸倒引当金 △5,103 △5,513 

流動資産合計 5,868,599 6,227,076 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,924,393 2,887,886 

車両運搬具（純額） 468,446 416,809 

土地 7,764,599 7,764,599 

リース資産（純額） 601,170 591,922 

その他（純額） 425,696 409,777 

有形固定資産合計 12,184,308 12,070,996 

無形固定資産 39,079 38,545 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,380,005 1,333,652 

差入保証金 1,491,599 1,494,586 

その他 159,193 160,542 

貸倒引当金 △2,896 △2,896 

投資その他の資産合計 3,027,901 2,985,884 

固定資産合計 15,251,289 15,095,427 

資産合計 21,119,888 21,322,503 

負債の部    

流動負債    

支払手形 136,360 87,302 

電子記録債務 6,015 31,541 

営業未払金 762,878 861,962 

リース債務 36,858 37,084 

未払金 39,267 25,902 

未払費用 183,380 302,774 

未払法人税等 46,555 72,897 

引当金 81,758 36,372 

その他 226,308 208,903 

流動負債合計 1,519,382 1,664,741 

固定負債    

リース債務 614,935 605,579 

繰延税金負債 1,082,128 1,065,541 

再評価に係る繰延税金負債 105,797 105,797 

引当金 36,871 39,967 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成29年６月30日) 

長期前受金 37,071 35,684 

長期預り保証金 509,316 502,020 

資産除去債務 16,014 16,070 

固定負債合計 2,402,134 2,370,660 

負債合計 3,921,516 4,035,401 

純資産の部    

株主資本    

資本金 553,031 553,031 

資本剰余金 527,722 527,722 

利益剰余金 16,283,294 16,404,153 

自己株式 △250,259 △250,259 

株主資本合計 17,113,788 17,234,647 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 516,967 484,838 

土地再評価差額金 △432,384 △432,384 

評価・換算差額等合計 84,583 52,454 

純資産合計 17,198,371 17,287,101 

負債純資産合計 21,119,888 21,322,503 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 3,568,178 3,190,279 

売上原価 3,136,437 2,854,590 

売上総利益 431,741 335,688 

割賦販売未実現利益戻入額 321 596 

割賦販売未実現利益繰入額 420 490 

繰延リース利益戻入額 4,821 3,605 

繰延リース利益繰入額 5,416 4,051 

差引売上総利益 431,047 335,347 

販売費及び一般管理費 114,895 119,000 

営業利益 316,152 216,346 

営業外収益    

受取利息 86 47 

受取配当金 15,459 17,411 

その他 11,062 5,475 

営業外収益合計 26,609 22,934 

営業外費用    

支払利息 5,038 4,677 

その他 － 10 

営業外費用合計 5,038 4,687 

経常利益 337,722 234,593 

特別利益    

固定資産売却益 8,149 3,210 

特別利益合計 8,149 3,210 

特別損失    

固定資産売却損 － 10 

固定資産除却損 307 21 

特別功労金 43,300 － 

特別損失合計 43,607 31 

税引前四半期純利益 302,264 237,772 

法人税、住民税及び事業税 37,565 68,181 

法人税等調整額 58,235 8,118 

法人税等合計 95,801 76,300 

四半期純利益 206,462 161,472 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注)２ 

四半期損益
計算書計上
額（注)３  

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業 
（注)１ 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,322,236 1,015,445 215,053 15,443 3,568,178 － 3,568,178 

計 2,322,236 1,015,445 215,053 15,443 3,568,178 － 3,568,178 

セグメント利益 254,623 8,463 135,858 6,394 405,339 △89,187 316,152 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注)２ 

四半期損益
計算書計上
額（注)３  

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業 
（注)１ 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,124,983 640,609 372,533 52,151 3,190,279 － 3,190,279 

計 2,124,983 640,609 372,533 52,151 3,190,279 － 3,190,279 

セグメント利益 118,429 3,862 174,642 8,335 305,270 △88,923 216,346 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業、派遣業及び損保代理業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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